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© 記号 : i =
√−1 ∈ Cで虚数単位を表す.

1 以下の 3次複素数ベクトルと考える.
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(1) x1, x2, x3がC上一次独立であることを示せ.

(2) x2, x3, x4がC上一次従属であることを, 一次関係を与える, 即ち, αx2 + βx3 +

γx4 = 0, かつ (α, β, γ) �= (0, 0, 0)なる複素数 α, β, γを一組与えることにより示せ.

2 a, bを複素数とし, 以下の 4次複素数ベクトルを考える.
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(1) x1, x2, yがC上一次従属となるための a, bに関する必要十分条件を求めよ.

(2) x1, x2, x3がC上一次独立であることを示せ.

(3) x1, x2, x3, yがC上一次従属となるための a, bに関する必要十分条件を求めよ.
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2とする. このとき, x1y2 − x2y1 = 0ならば, x, yは一

次従属であることを示せ.
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3とする. もし, x1y2 − x2y1, x2y3 − x3y2, x3y1 − x1y3

がすべて 0であるならば, x, yは一次従属であることを示せ.
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3が一次独立であり,かつx2y3−x3y2 = x3y1−x1y3 = 0

となる例を一つ挙げよ. その際に, x, yの一次独立性, および上の二つの等式が成り

立つことも示せ.


